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ー人口の動き

1月1日現在 前月比

人口計 67 ，8 3 5 十 11 4 

男 32，736 +60 

女 35，0 9 9 十 54 

世帯数 19，734 + 21 

昭和58年 2月1日1・3設三三水と緑と花のまち妥
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ー
水
因
子
ど
も
会
も
ぐ
ら
打
ち
1

工ーモセU
司自15日 午前8時 恒例のもぐら打ちが始まる

川5ン日のもぐら打ち 15ン白の…… ー ここん家のよう栄ゆっこ、と エ モセ
子供達は 竹を元気よく打ちあろす 額には う干ガうっすらとにじんでる

さァ預張れもう一君、だ、 公民館には あったかい 「ぜ、んざし¥.Jガ待ってるぞ

もぐら打ちは 子ども会結成の昭和37年から続いている行事です
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正午開場、午後T時開演

洋

聖

むおお

3月6日旧)

原

田 子

市政だより

ゲスト:菅

松

昭和58年 2月1日
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※
下
水
道

出場申し込み:往復ハガキに住所・氏名・年齢・職業・電

話番号と歌う曲目い曲〉を記入して申し

込んで下さい。

返信用ハガキにも住所・氏名・郵便番号を

お忘れなく。

(
包
③

1
4
1
3
5
4
1〉

立
つ
仕
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
た
し
か

な
能
力
を
大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
人
は
、
お
気
軽
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所

(総
合
福
祉
セ

ン

タ
ー
内
)

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



※
大
村
線

昭和58年 2月1日
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僕
ら
の
夢
を

乗
せ
て
行
く

• 
与

り

の

所
得
税
(
確
定
申
告
と
納
税

)
2月
何
回

i
3月
刊
日

贈
与
税
(
申
告
と
納
税

)
2月
41
日
i
3月
刊
日

諌
早
税
務
署
(
包
一
課
早
②
1
4
1
3
7
0
)

所
得
税
の
確
定

申
告
と
贈
与
税
の

申
告
の
受
付
け
が

始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は

3
月
日
日
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相

談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
は
で

き
る
だ
け
早
く
行
な
、
つ
よ
う
に
し

勺む

主な所得控除一覧表

おお市政だより(3) 

等

1人

29万円

除額

29万円

35万円

29万円

控

て
下
さ
い

①
所
得
税
と
は

個
人
が
去
年
1
年
間
に
得
た
所

得
に
か
か
る
税
金
で
す
。

「

確

定

申

告

を

」

「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」

次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。①
商
売
を
し
て
い
る
人
。
家
賃
や

35万円

31万円

23万円

支払額の全額

40万円

23万円

23万円

23万円

1人

1人

1人

1人

所得控除の種類

基礎控除

配偶者控除

老人配偶者控除

扶養控除

老人扶養控除

同居する老親
等扶養控除

障害者控除

特別障害者控除

老年者控除

|寡婦・寡夫控除

勤労学生控除

生命保険料控除

損害保険料控除

社会保険料控除

地
代
収
入
の
あ
る
人
。
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
所

得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合

計
額
よ
り
多
い
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人
な
ど

一
定
の
要
件

に
あ
て
は
ま
る
人
。

①
贈
与
税
と
は

高) 200万円

人
か
ら
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
か

か
る
税
金
で
す
。

「
つ
い
う
っ
か
り
し

て
申
告
を
忘
れ
、
後

で
大
変
困
っ
た
:
・
」

と
い
っ
た
例
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
と
い
う
の
も
財
産

の
贈
与
は
親
か
ら
子

へ
と
い
う
よ
う
に
、

家
族
の
聞
で
行
な
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

(最 高) 5万円

(短期最高) 3千円

(長期最高) 1万5千円

(合計最高限度) 1万5千円

(最医療費控除

司，
「
こ
の
よ
う
な
場
合
も

4

「
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
」

①
工
地
な
ど
を
、
奥
さ
ん
や
子
供

さ
ん
名
儀
に
登
記
し
た
と
き
。

⑦
親
子
の
間
で
「
あ
る
時
払
い
の

催
足
な
し
」
で
お
金
の
貸
し
借

り
を
し
た
と
き
。

「

結

婚

却

年

以

上

の

」

一
夫
婦
聞
の
贈
与
に
は
一

「

特

例

が

あ

り

ま

す

L

居
住
用
の
土
地
、
家
屋
を
も
ら

っ
た
場
合
や
、
購
入
用
に
現
金
を

も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
一
千
万
円

の
配
偶
者
控
除
と
六
十
万
円
の
基

礎
控
除
の
合
計
一
千
六
十
万
円
ま

で
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
|
|

贈
与
を
受
け
た
土
地
、
家
屋
の

登
記
簿
謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
ご
相
談
は
お
気
軽
に

所
得
税
、
贈
与
税
に
つ
い
て
の

相
談
・
お
尋
ね
は
、
諌
早
税
務
署

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ぶ JよJ-
53i 
尋(

職種

清掃現業員
もし tは両校を羊菜した 陥利2~牛 4 月 2 t1-

用務員
人(3月31日までに高校 40年4月1日生まれ

卒業見込みを含む) 普通自動車運転免許証

調理師免許証(厚生大臣の指

調理員 問いません
昭和33年4月2日~

向いません
定する調理師養成施設を3月

40年4月l日生まれ 31日までに卒業し，免許取得

見込みを含む)

保 母 聞いません
昭和36年4月2日

女子
保母資格証(3月31日までに

以降生まれ 取得見込みを含む)

助産婦 聞いません
昭和23年4月2日

助産婦免許証(3月実施予定

以降生まれ |女子 の国家試験に合格し，取得見

込みを含む)

看護婦 昭和泊年4月2日 il 厚生大臣の看護婦(士)免許証

(看護士)
聞いません 以降生まれ 聞いません ( 3月実施予定の国家試験に

|合格し、取得見込みを含む)

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は
、
採
用

が
で
き
る
人
。

受
付
期
間

2
月
1
日
ω
i
2月
初
日
出

一
次
試
験

2
月
幻
日
同

応
募
手
続
所
定
の
申
込
用
紙
(
人
事
課
に
あ
り
ま

の
う
え
応
募
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先
人
事
課
人
事
係

採
用
条
件



(4) 勺むおお市政だより昭和58年 2月1日

君
た
ち
で
す
グ

明
日
の
大
村
を
担
う
の
は

(
1
/
同

市

民

会

館

)

男
刊
人
、
女
仙
人
、
ガ
新
し
く
大
人
の
仲
間
入

り
。
成
人
式
で
は
「
新
成
人
の
主
張
し
ゃ
、

寸
記
会
講
演
L

ガ
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
成

人
式
実
行
委
員
会
主
催
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

で
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

※
よ
い
石
け
ん

使
う
心
に

会場は若い熱気があふれでた 一一一一¥
(1/10 農協会館)

青年農業者ガ 「第13回大村東彼青年農業 ;

者実篇発表大会」で、日頃の研究発表わ J

技術研究などを行いまし疋。 E安定、夜は ;

「新春友怒若者の集ししでお互いの交流 i

を深めあいまし疋。 "

よ
い
自
然

.. 町内の声援を受けて
(1/16 萱瀬地区)

「第2固萱瀬地区新春駅伝大会」ガ午後2時

(スタート。萱瀬地区をほぼ一周する、6区間

: 18. 7kmに14チームガ健闘を競いましだ。 黒木

:Aガ2年連続の優勝を飾り、 2位は荒瀬Aで

:し定。
にー一一ー

れ
い
ず
れ
ず
⑫

l
l
中

岳

合

戦

の

碑

l

市
内
で
も
自
然
を
多
く
残
し

て
い
る
萱
瀬
地
区
は
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
、
大
村
の
歴

史
を
だ
く
さ
ん
生
み
出
し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

一
四
七
四
年

(文
明
6
年
)

舎
か
ら
五
O
九
年
前
、
そ
の
頃

は
、
親
子
兄
弟
ガ
殺
し
合
わ
ね

ぱ
生
き
て
い
け
な
か
っ
疋
時
代
。
旬
代
大
村
純
伊
は
、
親
類
筋
に

あ
疋
る
青
馬
貴
純
を
は
じ
め
、

西
郷
対
馬
、
深
江
下
野
、
森
山
宮

内
な
ど
の
武
将
か
う
攻
撃
を
う
け
定
。

大
村
軍
九
O
O人
余
り
は
必
死
に
な
っ
て
戦
っ
た
が
敵
軍
は

2

倍
に
あ
だ
る
約
二
、

0
00
人
の
兵
力
で
あ
っ
疋
。
純
伊
は
中
岳
の

原
に
最
後
の
決
戦
を

い
ど
ん
だ
が
、
こ
こ

で
も
販
れ
、
遂
に
部

下
数
人
を
随
え
て
郡

山
中
に
の
ガ
れ
、
松

原
か
ら
麿
津
の
沖
に

あ
る
加
々
良
島
に
隠

れ
芝
と
い
う
。
こ
の

中
岳
の
合
戦
で
最
後

ぎ
で
敵
を
食
正
め
だ

勇
士
の
塚
ガ
、
舎
で

も
地
元
の
人
の
手
で

手
厚
く
杷
ら
れ
て
い

る。



※
早
期
発
見

• 
早
期
治
療
が
予
防
の
秘
訣

(
成
人
病
予
防
週
間

K
(
)
%
)
 

昭和58年 2月1日
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お気軽にどうぞ

む@匂郡白色自由
2
月
1
日
か
ら
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
以
外
の
保
健
事
業
と
し

て
健
康
相
談
室
を
開
設
い
た
し
ま

す。

勺おむお市政だより(5) 

4歳6ヵ月児

健康診査

相
談
を
受
け
ら
れ
た
人
に
は
、

健
康
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

健
康
相
談
を
受
け
ら
れ
る
人

職
場
や
社
会
保
険
、
各
種
共
済

な
ど
で
保
健
事
業
が
行
わ
れ
る

~無料~

象対

場
合
以
外
の

ω歳
以
上
の
人。

(主
に
、
主
婦
や
自
営
業
者
の

人
な
ど
)

相
談
の
内
容

心
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

必
要
な
場
合
は
、
血
圧
測
定
な

ど
の
検
査
に
よ
り
、
指
導
助
言

を
行
い
、
家
庭
に
お
け
る
健
康

管
理
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て

ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

2
月
の
健
康
相
談
日

4
日

幽

同

日
幽

(

毎
月
第

1
・
3
金
曜
日
を
予
定
)

時

間

午

後

1
時
1
3
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
駆
除
は

毎
圏
⑫

最
近
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
発
生

が
、
小
学
校
を
中
心
に
全
国
的
に

大
流
行
し
そ
う
で
す
。

こ
の
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
、
終
戦

直
後
流
行
し
た
よ
う
な
、
衣
類
に

つ
く
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
と
違
っ
て
頭

に
生
息
し
、
必
ず
し
も
不
潔
な
環

境
で
な
く
て
も
軽
い
接
触
で
感
染

し
て
し
ま
い
ま
す
。

戸
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の

退

治

方

法

①
ま
ず
洗
髪
が
決
め
手
で
す
。
ア

タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
、
卵
か
ら
か
え
っ

た
幼
虫
が
卵
を
産
む
ま
で

8
1
凶

日
か
か
り
ま
す
の
で
、
日
日
問
、

毎
日
か
一
日
お
き
に
丁
寧
な
洗
髪

を
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
退
治
で
き
ま

す。②
更
に
、
目
の
細
か
い
ス
キ
グ
シ

で
髪
を
常
に
す
い
て
取
り
除
く
の

も
効
果
的
で
す
。

③
男
子
よ
り
も
女
子
に
多
い
の
は
、

髪
が
長
い
こ
と
と
束
ね
て
い
た
り

す
る
か
ら
で
す
。
で
き
れ
ば
短
か

い
髪
型
に
し
、
束
ね
な
い
よ
う
に

し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

④
洗
髪
な
ど
に
使
っ
た
タ
オ
ル
や

ク
シ
な
ど
は
、
熱
湯
処
理
で
間
接

が
築
後
民
γ

感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
シ
ラ
ミ

は
摂
氏
刊
度
以
上
な
ら
完
全
に
死

滅
し
ま
す
。

⑤
そ
れ
で
も
残
る
し
つ
こ
い
シ
ラ

ミ
に
は
殺
虫
剤
の
使
用
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

D
D
T
や
B
H
C
は
禁

止
さ
れ
て
ま
す
が
、
人
体
へ
の
毒

性
が
低
い
フ
ェ
ノ
ト
リ
ン
(
ス
ミ

ス
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
)
の
使
用
は
許

可
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
各
家

。
。叫叫叶、
E

ノ

M
m
用
問
告
制
抑
申

園
田
W
F
f
'
E

、

年室田
の
明
金
証
年
済
行

民
付
発

園
納
を

国民年金
所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
申

告
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
済

証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
必
ず
昭
和
同
年
度
と
訂
年
度

の
領
収
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
保

険
年
金
課
又
は
、
近
く
の
出
張
所

へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

庭
で
の
普
段
の
生
活
か
ら
心
掛
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

集
団
生
活
の
場
で
は
、
今
後
更
に

対
策
を
強
め
て
い
き
ま
す
が
、
各

家
庭
で
も
適
切
に
処
理
し
て
い
た

だ
き
、
徹
底
し
た
駆
除
を
行
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
n

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
衛
生
係

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

。

O 

。

な
お
、
紛
失
な
ど
に
よ
り
領
収

書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
ご
自

分
の
年
金
の
記
号
番
号
を
係
員
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

毎週土曜

午前ア時30分~ア時45分

KTNテレビ長崎で放送中.グ



(6) 

福
祉
の
ひ
る
腿

勺む

支
給
条
件

被
爆
者
の
属
す
る
世

帯
が
低
所
得
(
市
民
税
が
千
五

百
円
以
下
)
の
世
帯
で
県
内
の

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
就

職
す
る
人
。
た
だ
し
、
す
で
に

就
職
支
度
金
を
受
領
し
た
人
は

お

原
爆
被
爆
者
ヘ

就
職
支
度
金
を

支
給
し
ま
す

該
当
す
る
人

被
爆
者
、
被
爆
者

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
子
供
。

お市政だより昭和58年2月1日
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除
き
ま
す。

支
給
金
額

本
人

1
四
万
円

子
供

l
二
万
円

申
込
期
限

3
月
1
日

ω

申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
課
社
会
係

(
2
月
刊
日
∞

日
時
(
)
日
時

ー
頭
の
体
操
、
か
若
さ
の
秘
訣
|

口7古;ザ¥?江?は第j'rr一一1"':.了了1"':.一十一'一十一一一一一十一一一一{プで一一プて一一ア:ププ竺一÷十て -下二ご;ごごプご空T一プ-プ〈エプ，.;.1，

1きん目発たル 3却oi iば雪 一 ，子引1司竃‘重II
fなな的明株で 回 持 1 ~ l 
l んアでを元、発 ~ 1 JI 、 .~J ! 

i ff?主??ip 一戸弘 .....j
1 1 をま許ん知 工

i甘え;言??

株
元
松
市
さ
ん

今
回
、
受
賞
し
た
作
ロ
叫
は、

「
手
動
式
た
ば
、
}
苗
植
付
機
」

と
名
付
け
て
い
る
。

ニ
の
機
械
は
H

親
戚
に
、
た
ば

こ
百
植
え
の
手
伝
い
に
行
っ
た

時、

2
人
が
か
り
で
1
本
の
苗

を
一植
え
付
け
て
い
る
の
を
見
て
、

-

一

こ

ん

な

と

き

一

手

続

き

一

い

つ

ま

で

二

一

一

V
大
正

2
年

2
月
1
日
一

一

一一

一
以
前
に
生
ま
れ
た
人

一

}
1
3
，.
、
f
f
?
ー
、
コ

，
.
、
i
-
。
一

一

.

一
1
1
1
J
A
-
-
一
一
九
1
川

J
I
-

-
月
中
に
、
交
付
を
終

っ
て
い

ま
す
。
一

一

-

一
V
大
正

2
年
2
月
2
日一

:
L
I
U
〓
い
し
に
ソ
¥
川
、
し

t
一

二

島

一
J
J
1
1い
1
.
a
l
-
-
一
ま
だ
、
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は

一

一

一

巻
国

一
か
ゐ
大
正

7
年
2
月
1
一

i
u
i
u
uト
γ

ド
ト
パ
ン
ト
l
U
E
h

-

-

一

車
電

一一け
J
・け一
J
.
1

・U
.
J
一、一

福
祉
課
で
交
付
を
受
け
L

て
下
き
い

。

一

二

V

3

4

-
固
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

一

f

4

-z
-
-
Jイ

ー
'
-l
、句
-

1

一

一

一
鏡
百
ほ
ほ
ι
I
l
l
i
-
-
-j
u
L一

一
I

F

-

-

目
白
}
‘
，
;
一

Iz
--
j
l
L

B・

-i

-[、

}EE
l
-
-
3一
刊
歳
の
誕
生
日

一

季

目
津
川
川
医
阿
川
崎
川
げ
司
崎
直
比
同
円
いl
」

一

一

'
h

一
転
入
し
て
き
た
と
き
一

保
険
証
を
添
え
て
福
祉
課
に
届
出
る
。
一日比

日
以
内
に

二

一

1
4
「
J
U川
パ
1
川

||
「
釦
劇
引
相
七
即
刻
引
恒
松
誌
U
目白一
-

E

J
J

-

〉

L
U
--

一

18

一
転
出
す
る
と
き

一

E

=

-l
m
t
a
J
e
T
4
f
i
l
l
-L
一転
出
す
る
前
に

一

，

.
民
F

-

，LL・t-ali-
-‘

る

。

一41
1t
e

e
l

l
-

一

4

1
.
一

一

死
亡
の
届
出
義
務
者
が
、
死
亡
し
た
一

二

一

恥

覇

一

死

t
の
と
き

一

幹

す

手

帳

を

添

え

て

福

祉

課

に

1
日

以

内

二

3
e
一

一

届

出
る
。

一

一

一

一浮

め
寸
配
配
配
引
旦
J
U
引
引
什
1

|

||
」川一

1
11」
一

棄

dw
一・・・ベ川

-寸
日
J
I
f
--

一

福
祉
課
に
届
出
る
。

-
H
日
以
内
に

τ

一

時

B
E
一
住
地
を
変
更
し
た
と
き

一

J

j
--i
l
i
--

一
j

j

J

J
」
一

一
円

割

一

一

生

活
保
護
を
受
け
る
ょ
っ
に
な

っ
た

一

二

E

E
E
一
加
入
資
格
を
失
っ
た
一

り
、
医
療
保
険
の
加
入
資
格
を
失

っ
一
4
1

1
『

y
-
二

一

制

覇

一
と
き

一

日

誌

ト

消
防
手
帳
を
添
え
て
福
一

l

f
L

J

一

一

一
祉
課
に
届
出
る
。

一

一

一

ぷ
訂
計
七
引
到
品
市
部
同
事
中
町
一

?
1
U…

'

一

;
ι
s
一
一
ー
パ
，
;
i
1

一

ま

た
は
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
、

一
r

J
-l
i
l
7
一

…

一

た

き

り

仁

-a
て
た
と
き
一

福
祉
課
に
認
定
の

申
請
を
す
る
。

で

た
と
き

一一

「
・・!・
1

・1
・・，... ，.‘‘
s
・a・-!t
‘8
・・1
・・・‘‘
・・1
・!t
・0
・・l
a---
..
 
，.， 
..
 
1

・1
e
・o
・---
1
・‘・1
・・，.，‘.1
・・・0
.

，.B
-
0

・・・・
‘.‘.

』

※
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

(
小
路
口
本
町
)

も
つ
少
し
能
率
的
に
な
ら
な
い

=

も
の
か
な
。
と
思
い
、
以
来
3

百

年
越
し
の
ア
イ
デ
ア
で
、

3
人

一

で
4
本
の
首
を
植
え
る
こ
と
が

=

で
き
る
機
械
を
考
え
だ
し
た
。

-

H

若
い
頃
か
ら
、
創
意
工
夫

一

を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
と
一

話
す
株
元
き
ん
は
、
こ
れ
ま
で

-

に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
点
数
標
示
機

一

な
ど
も
考
え
だ
し
て
い
る
。

一

ま
た
、

譜
句
も
や
り
。
体
ば
E

か
り
で
な
く
、
頭
の
体
操
を
や
-

る
こ
と
も
老
化
防
止
に
役
立
ち

古

ま
す
よ
u
と
も
話
し
て
く
れ
た
。

百

か
こ
れ
か
ら
も
、
日
常
生
活
=

に
密
着
し
た
発
明
を
や
り
た
い
。
=

ま
た
、
同
好
の
人
と
ア
イ
デ
ア

古

を
出
し
合
い
、
話
も
し
て
み
た
一

い
。
と
笑
顔
で
語
る
株
元
さ
ん
=

の
頭
の
中
に
は
、
も
つ
次
の
ア

=

イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
て
い
る
の
一

か
も
知
れ
な
い
0

2



※
「
国
の
進
学
ロ

l
ン
」
取
扱
い
開
始

昭和58年 2月1日
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ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー

期
日

3
月
6
日
日

小
雨
決
行
、
悪
天

候
の
時
は
日
日
間

こ
頃
延

勺む

種目内訳

おお市政だより

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

1
グ
ル
ー
プ
4
人
以
内
、
家
族

組

(
C
コ
l
ス
)
に
は
成
人
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

持
っ
て
く
る
も
の

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
弁
当
、
水
筒

(7) 

福
重
小
学
校

午
前
9
時
1
9
時
叩
分

申
込
期
限

2
月
四
日
出
正
午

申
込
方
法

保
険
料
(1
人
叩
円
)

を
添
え
、
教
育
委
員
会
体
育
課

へ。

申
込
用
紙
は
体
育
課
、
各

小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

差
職
減
対
抗
卓
球
大
会

午
前
日
時

日
時

2
月
幻
日
岡

場
所

市
民
体
育
館

参
加
資
格

大
村
市
内
在
住

・
在

勤
・

在
学
者

競
技
種
目
中
学
男
子
・

中
学
女

子
・
一
般
男
子
(
高
校
を
含
む
)

一
般
女
子
(
高
校
を
含
む
)

チ
ー
ム
編
成

0
1
チ
!
ム
4
1
6
名

O
チ
l
ム
は
、
学
校

・
会
社

・
ク

ラ
ブ
別
に
編
成
す
る。

O
対
戦
は
、

4
シ
ン
グ
ル
ス

・
1

ダ
ブ
ル
ス
と
す
る
。

参
加
料

1
チ
l
ム
中
学
千
円

一
般
千
五
百
円

申
込
期
限

2
月
初
日
目
必
着

申
込
先

市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

第

3
回
長
崎
県

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

3
月
幻
日
開

長
崎
市
民
会
館
(
長
崎
市

(
国
民
金
触
公
庫
長
崎
支
庖
合
長
崎
⑫
1
3
1
4
1
)

魚
の
町
)

チ
l
ム
編
成

1
チ
l
ム
監
督
を

含
め
て
4
1
6
人

種
目
内
訳

(
パ
l
ト
別
)

@

一
般
男
子
刊
歳
以
上

⑮
F

一一
般
男
子
拘
歳
以
下

。
一
般
女
子
判
歳
以
上

⑫
一
般
女
子
却
歳
以
下

⑤
家
族

1
大
人
2
人
、
子
供
2

人

(
小
4
以
上
)

⑤
一
般
男
女
混
成

。
少
年
男
子

(
中
学
・
高
校
)

⑪
少
年
女
子
(
中
学
・
高
校
)

参
加
料

A
l
F
パ
i
ト
l
二
千

円、

G
-
H
パ
l
ト

1
五
百
円

申
込
期
限

2
月
初
日
同

申
込
・
問
合
せ
先

長
崎
県
レ
ク

リ
エ
l
シ
ョ
ン
協
会
(
一
T
m長

崎
市
西
山
町

1
l
n
県
青
年

会
館
内
)

※
大
会
要
項
・
申
込
用
紙
は
教
育

委
員
会
体
育
課
に
あ
り
ま
す。

3
B体
操

会

員

募

集

定
例
日

毎
週
月
曜
、
午
前
日
時

ー
日
時
初
分

場
所
市
児
童
体
育
館

(富
の
原

一
丁
目
)

会

費

月

二
千
円

F

申
込
・
問
合
せ
先

3
B
体
操
会

事
務
局

(宮
⑤
1
8
0
2
3
)

重量
巨皇自

皇官

図合
②
|
2
4
5
7

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

貸
出
し
て
い
ま
す

-
人
3
本
ま
で
貸
出
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
下
き
い
。

テ
l
プ
名
モ
モ
ち
ゃ
ん
と
あ
か

ね
、
桃
の
子
太
郎
、
ブ
レ
l
メ

ン
の
音
楽
隊
、
お
べ
ん
と
う
つ

け
て
ど
こ
い
く
の
、
な
ど
削
本
。

※
紙
芝
居
も
貸
出
し
て
い
ま
す
。

何
や
四町

JF

得
世

史

料

館

宮
③
l
1
9
7
9

古
文
書
を
読
む
会

古
文
書
を
読
み
な
が
ら
大
村
の

歴
史
を
知
る
会
を
聞
き
ま
す
。

開
催
日

2
月
日
日
制
か
ら
毎
月

第

1
・3
水
曜

午

前

日
時

場
所
市
立
図
書
館
会
議
室

講
師
佐
竹

茂
先
生

受
講
料
無
料

申
込
期
限

2
月
刊
日
同

申
込
・
問
合
せ
先

史
料
館

中地区住民センター

、遺書丹を変重

下水道工事のだめ，中央町住宅

側に変更しています。

く図を参考足して下さい)

燃えあがれ若き情熱.グ会

「平戸-~J大村作法」
平戸市立図書館長浦恒一先生

平戸と大村の歴史上の関連と、
双方の風習の特色について

2月20日(日)午後2時--4時
総合福祉センター

，，

，
，
，，，， 
..
 
，
 

'
e
e

，， 
.•• 

2月13日(日)コミュニティセンター

開 会式

演劇「我れら青年団マンネリ脱出編」

出演黒土子

(第31[Q]全国青if大会「橿秀賞」受賞)

各団対抗芸能(寸劇・舞踊ほか〉

各団対抗叡合戦

閉 会式

10 : 30 

11 : 00 

2月17日(柄午後6時3D分開演-r115: 00 
市民会館 1116 : 30 
問合せ先:大村子ども劇場

(宮③-7063) ※作自展，チャリティーJ¥ザーも費高します。
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勺おおむ市政だより

町市
納
入
物
ロ
凹
関
係
ご;
u
r
J

……
指
名
申
請
書
を

…

受
付
け
ま
す

昭和58年 2月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

同
年
度
及
び
臼
年
度
に
お
い
て

市
が
発
注
す
る
物
品
購
入
な
ど
の

(
工
事
請
負
を
除
く
)
入
札

・
見

積
り
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

指
名
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

2
月
刊
日
附
i
3
月
刊
日
肘

提
出
書
類

市
指
定
様
式
ほ
か

提
出
・
問
合
せ
先
財
政
課
用
度
係

一
JJ

排
水
設
備
等
技
能
者
円員
5

一一
講
習
会
と
誌
験

講
習
会

2
月
日
日
倒

萱
録
試
験

2
月
口
日
同

申
込
期
限

2
月
刊
日
同

護
高
等
専
修
学
校
(
干
鰯
協
和

町
内川
宮
⑦
γ
6
7
1
2
)

応
募
期
限

2
月
口
日
同

試
験
日
・
場
所

2
月
刊
日
幽

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

可
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
η
i
i
j
修
業
年
限

2
年

一
指

導

者

養

成

講

習

会

卒

業

後

の

資

格

准
看
護
婦
資
格

試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
少
女
た
ち
合
格
す
る
と
准
看
護
婦
の
免
許

の
教
育
に
当
る
指
導
者
を
養

成

し

が

取

得

で

き
ま
す
。

て
そ
の
資
格
を
与
え
る
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

期
日

2
月
日
日
幽
1
日
日
同

会
場

県
立
研
修
所
(
大
村
市
玖

島
郷
幻
)

受
講
資
格
四
歳
以
上
の
女
性

受
講
料

四
千
五
百
円
(
宿
泊
費

食
費
を
含
む
)

申
込
先

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
崎

県
連
絡
協
議
会
(
大
村
市
中
地

区
公
民
館
内
宮
③
l
1
3
7
6
)

申
込
先

一下
水
道
業
務
課
管
理
係

問
合
せ
先
下
水
道
業
務
課
、

排

水
設
備
協
会
(
君
命
γ
3
1
6

8
)
 

九夫

村
看
護
高
等
専
修
学
校
3

不

学

生

募

集

准
看
護
婦
(
士
)
に
必
要
な
知
識

と
技
術
を
、

市
内
の
病
院
に
勤
務

し
な
が
色
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

募
集
人
員

必
人

応
募
資
格

原
則
と
し
て
高
校
を

卒
業
し
た
人
(
卒
業
見
込
み
を

含
み
ま
す
)

願
書
請
求
・
問
合
せ
先

大
村
看

募
集
職
種

募
集
人
員

試
験
日
・
場
所

2
月

n日
附

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地

申
込
期
限

2
月
日
日

ω

願
書
請
求
・
問
合
せ
先

大
村
駐
屯
地
業
務
隊
総
務
科

(
宮
市

W
1
2
1
3
1
)

木
工
係

1
人

-
窓
側
な
ど
冷
気
が
入
つ
ず
に
く

る
と
こ
ろ
広
暖
房
機
器
を
置
く

と
空
気
の
対
流
に
よ
り
効
果
的

な
暖
房
が
で
き
ま
す
。

-
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
、

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
天
井
か
ら

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
中
尾
正
枝

(古
賀
島
町

・
亡

義
母
キ
ヨ
)
五
万
円

マ
小
玉
ヤ
エ

(竹
松
本
町
・

亡

夫
秀
俊
)
十
万
円

、
町民ぺ
M
i
iョ，
d
3
1
d
i
-
-
j
p
f

小

一
随
一寄

付

」
敬
称
略

z

-

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
古
町
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会

l

五
千
円

マ
村
田
泰
二
郎

(皆

同
郷
)
三
万
円

マ

戸
塚
芳
春

(玖
島
郷
)
四
千
円

マ
小
林

克
敏
を
育
て
る
会

1
十
万
円

マ
大
村
レ
オ
ク
ラ
ブ

l
十
三
万

二
千
五
十
一
円

マ
永
松
初
子

(古
町
2
丁
目
)
金

一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
大
村
市
連
合
婦
人
会

l
原
爆
被

爆
者
へ
年
末
見
舞
金

マ
出
口
ウ

タ
(
小
路
口
町
)
慈
恵
荘
へ
レ
タ

ス
叩
均
、
チ
シ
ャ
リ
同
ほ
か

マ
松
添
等

(
久
原
郷
)
慈
恵
荘
へ

み
か
ん
聞
い
時

マ
玉
扇
会

l
慈
恵

荘
へ
舞
踊
慰
問

マ
大
村
高
校
J

R
C
ク
ラ
ブ

l
慈
恵
荘

へ
作
業
奉

仕

マ
大
村
理
容
組
合

1
慈
恵
荘

へ
理
髪
奉
仕

マ
蒲
原
靖

(木
場

1
丁
目
)
慈
恵
荘
へ

一
万
円

マ
萱
瀬
保
育
園

1
慈
恵
荘
へ
演
芸

慰
問
と
ク
リ
ス
マ
ス
か
ぎ
り
卯
個

み
か
ん
初
均

マ
大
村
市
農
業
協

同
組
合

1
慈
恵
荘
ヘ
タ
オ
ル
削
枚
、

石
け
ん
問
個

マ
海
上
自
衛
隊
大

村
航
空
隊

l
慈
恵
荘

へ
映
画
と
演

芸
慰
問

マ
本
石
半
治

(
富
の
原

2
丁
目
)
泉
の
里
へ
卵

8
K

マ
阻

藤
貴
金
属
(
東
三
城
町
)
光
と
緑

の
園
向
陽
寮
へ
タ
オ
ル
セ

ッ
ト
河

楕

マ
酒
の
お
お
む
ら
屋

1
光
と

緑
の
園
向
陽
寮
へ
お
も
ち
ゃ
2
箱

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
肌

(佐

世
保
市
)
清
和
園
、
慈
恵
荘
、
大

村
子
供
の
家
、
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
、

三
彩
の
里
、
光
と
緑
の
園
、
泉
の

里
へ
石
け
ん
ほ
か
削
個

マ
竹
松

タ
ク
シ
ー
従
業
員
一

同
l
交
通
遺

児
の
た
め
に
二
万
四
千
九
百
九
十

八
円

マ
俣
野
豊
子

(水
田
町
)

家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
へ
タ
オ
ル

日
本

マ
小
林
克
敏
を
育
て
る
会

1
大
村
子
供
の
家

へ
六
万
七
百
四

十
五
円
、
光
と
緑
の
園
へ
五
万
円

床
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
下
げ
、
床

に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く
の
も

効
果
的
で
す
。

ョー
マ
赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
一

万
七
千
七

百
五
十
二
円

マ
商
工
会
議
所

青
年
部
有
志
と
O
B
l
光
と
緑

の
園
向
陽
寮
へ
ク
リ
ス
マ
ス
慰

問

マ
陸
上
自
衛
隊
第
4
施
設

大
隊

i
光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

モ
チ
っ
き
大
会
参
加

マ
田
中

雅
弘

(
荒
平
町
)
慈
恵
芥
へ
み

か
ん
叩
均

マ
内
田
吉
子
(
諏

訪
2
丁
目
)
慈
恵
荘
へ
中
古
ミ

シ
ン

1
台

マ
専
売
公
社
大
村

営
業
所

l
慈
恵
荘
へ
た
ば
こ
七

千
二
百
本

マ
野
間
力

(玖
島

郷
)
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
へ
五
万
円

マ
十
八
銀
行
大

村
支
庖

1
社
会
福
祉
協
議
会
へ

硬
貨
計
算
機
1
ム
ロ

(1
月
9
日
現
在
)
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